




Personality and academic procrastination of university students

















































































































































































































































































































ど 7 項目、神経症傾向については「神経質な」など 5
項目、経験への開放性については「好奇心が強い」な
ど 5 項目を選択した（表 1 ）。回答は「 1：まったくあ
































度 7 項目については、1 項目を削除した 6 項目で0.74３
と十分な値を示した。以上の分析を踏まえ、勉強嫌悪





































































































自分で立てた計画にきちんと従える * －.075 .8１１
するべきことがあったらすぐに取り掛かる * －.047 .68４
試験勉強や課題の一夜漬けはしない * －.166 .630
試験の下準備にきちんと時間をかける * －.01３ .５3５
毎日しようと決めたことは長続きするほうである * .1３5 .５07
やる気が出るのを待っていて遅くなる .３61 .４8４
課題や試験勉強は計画を立ててから始める * －.086 .４４５
勉強の計画を立てても実行できない .３49 .４４3
課題を終わらせるために何をしなければならないかきちんと考える * －.075 .４0５






























































6 に示すように、選択された説明変数は勤勉性、 2 つ
の遅延傾向尺度と自分に高い目標を課す傾向（完全主
表 ５　性格尺度得点と学業遅延傾向関連尺度得点との相関








勤勉性 － －0.128 －0.014 －0.３59 ** －0.44３ ** －0.5３4 ** －0.541 **
神経症傾向 －0.128 － －0.149 0.249 ** 0.217 ** 0.101 0.0３7
開放性 －0.014 －0.149 － －0.216 ** －0.065 －0.091 0.080
勉強嫌悪 －0.３59 ** 0.249 ** －0.216 ** 1.000 0.727 ** 0.３92 ** 0.３9３ **
完全主義
自分に高い目標を課す傾向 0.076 －0.078 0.３7３ ** －0.196 * －0.104 －0.151 0.056
ミスを過度に気にする傾向 －0.249 ** 0.449 ** －0.021 0.271 ** 0.３48 ** 0.165 * 0.151
完璧でありたいという欲求 0.057 0.211 ** 0.286 ** －0.025 0.0３6 －0.066 －0.027
楽観主義
割り切りやすさ －0.07３ －0.698 ** 0.084 －0.054 －0.048 －0.024 0.069
外的要因への期待 －0.072 －0.222 ** 0.092 0.0３３ 0.145 0.050 0.110
楽観的な能力認知 0.167 * －0.448 ** 0.３３5 ** －0.21３ ** －0.180 * －0.164 * －0.027
遅延行動 －0.44３ ** 0.217 ** －0.065 0.727 ** － 0.5３4 ** 0.467 **
計画実行性欠如 －0.5３4 ** 0.101 －0.091 0.３92 ** 0.5３4 ** － 0.475 **





説明変数 β SE 標準化β t 値
（定数） 6.95３ 4.052 1.716 †
勤勉性 －0.26３ 0.059 －0.３51 －4.472 **
遅延行動 0.201 0.070 0.226 2.87３ **
計画実行性欠如 0.159 0.071 0.188 2.2３9 *
自分に高い目標を課す傾向 0.185 0.090 0.1３4 2.048 *
R 0.626 **
R 2 乗 0.３92
調整済みR 2 乗 0.３75
† p<.10　*p<.05　**p<.01
表 7　遅延行動を基準変数とする重回帰分析結果
説明変数 β SE 標準化β t 値
（定数） ３.710 2.254 1.646
勉強嫌悪 0.97３ 0.095 0.569 10.204 **
計画実行性欠如 0.26３ 0.052 0.276 5.07３ **
ミスを過度に気にする傾向 0.240 0.075 0.168 ３.196 **
外的要因への期待 0.19３ 0.071 0.1３7 2.70３ **
R 0.800 **
R 2 乗 0.6３9
調整済みR 2 乗 0.629
*p<.05　**p<.01
表 8　計画実行性欠如を基準変数とする重回帰分析結果
説明変数 β SE 標準化β t 値
（定数） 25.941 ３.569 7.268 **
勤勉性 －0.３28 0.06３ －0.３70 －5.176 **
遅延行動 0.３89 0.075 0.３70 5.171 **
R 0.629 **
R 2 乗 0.３95
調整済みR 2 乗 0.３87
*p<.05　**p<.01
表 9　勉強嫌悪を基準変数とする重回帰分析結果
説明変数 β SE 標準化β t 値
（定数） 19.72３ 1.906 10.３47 **
勤勉性 －0.156 0.0３7 －0.３16 －4.156 **
経験への開放性 －0.140 0.048 －0.216 －2.9３7 **
ミスを過度に気にする傾向 0.156 0.06３ 0.187 2.46３ *
R 0.459 **
R 2 乗 0.211

























































(.21) (.34) χ2＝ 17.898




.14 (.24) RMSEA＝ 0.000












































































































大谷（1997）の MSPS の ３ つの下位尺度、楽観主義に
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古屋：大学生の学業遅延傾向に関わる性格特性について
要　約
　本研究の目的は大学生の学業遅延傾向と性格との関係を明らかにすることである。学業遅延を測定す
るために、亀田 ・ 古屋（1996）の尺度を再構成して、課題特性を示す勉強嫌悪、結果を示す行動失敗、
遅延傾向を示す遅延行動、計画実行性欠如の 4 尺度を作成した。大学生150名に対して新学業遅延尺度、
ビッグ 5 尺度、新完全主義尺度（MSPS）、多面的楽観性測定尺度（MOAI）が実施された。重回帰分析
とパス解析の結果、誠実性が勉強嫌悪、遅延傾向、行動失敗に、経験への開放性が勉強嫌悪に負の影響
を与えていた。また、神経症傾向は完全主義下位尺度のミスを過度に気にする傾向（CM）に正の影響
を与え、CM は勉強嫌悪を高めていた。神経症傾向は楽観主義下位尺度の楽観的な能力観に負の影響を
及ぼし、外的要因への期待が遅延傾向に正の影響を及ぼしていた。
キーワード：学業遅延傾向、Big5性格特性、完璧主義、楽観主義
